
B１学生セッション［B会場］（12月12日（金）１2：4０－１４：3０）　情報システムの開発
座長：石井信明（文教大）
B1-1：大学キャンパスにおける個人適応型情報通知システム
　　　　相笠直子、山口治男（東京工科大学）
B1-2：企業が有する業務知識をシステム開発に活用するための知識ベースシステムの検討
　　　　亀田栄一、高木正則、望月雅光、勅使河原可海（創価大学）
B1-3：集合知を利用した知識評価システムの提案
　　　　相模英太郎、吉田富美男（長岡技術科学大学）
B1-4：要約字幕作成支援システム―重要文自動抽出手法の検討―
　　　　大澤勇基、上之薗和宏、八重樫理人、三崎貴裕、榎津秀次、古宮誠一（芝浦工業大学）
B1-5：インタビューによる要求抽出作業を誘導するシステム
　　　　～顧客回答によって次の質問を自動的に決定する仕組み～
　　　　山崎 健広、埜口元、谷藤史門、山中隆敏、古宮誠一（芝浦工業大学）

C１学生セッション［C会場］（12月12日（金）１2：4０－１４：3０）　新しいアプローチ
座長：河合勝彦（名古屋市立大学）
C1-1：個人適応型Webアプリケーションシステム
　　　　丸山由佳、吉田富美男（長岡技術科学大学）
C１-2：市場原理を利用したスケジューリング手法の提案
　　　　木野好貴、吉田富美男（長岡技術科学大学）
C1-3：プログラミング技術診断システム―文法知識の診断に向けて―
　　　　今泉俊幸、井上悠一、橋浦弘明、古宮誠一（芝浦工業大学）
C1-4：テストケースの実行パス分析に基づくテスト効率の評価指標の提案
　　　　八巻奈々恵（芝浦工業大学）、櫻井孝平（東京大学）、橋浦弘明、古宮誠一（芝浦工業大学）
C1-5：それぞれ別のプロジェクトに属する作業間での優先順位の自動設定
　　　　小坂 祐也、木下 大輔、内川 裕貴、古宮 誠一(芝浦工業大学)

D1学生セッション［D会場］（12月12日（金）１2：4０－１４：3０）　情報技術と応用
座長：池辺正典（文教大学）
D1-1：2DペイントとWiiリモコンによる直感的3Dお絵かきシステムの開発と研究
　　　　鈴木昭弘、和嶋雅幸（北海道工業大学）
D１-2：オブジェクト指向プログラムの信頼性向上のためのカバレッジ基準の提案
　　　　花本洋平（芝浦工業大学）、櫻井孝平（東京大学）、古宮誠一（芝浦工業大学）
D１-3：制約付き組合最適化問題としての漢詩推敲過程
　　　　余 慕農、古宮誠一（芝浦工業大学）
D1-4：通信経路を論理的に隠蔽する匿名通信方式
　　　　大浴寛之、吉田富美男（長岡技術科学大学）

D1-5：不得意分野を中心に学習者に学習させるCAIシステム ―　教材作成支援方法の検討　―
　　　　橋立 真理恵、上之薗 和宏、金子 真也、橘 知宏、佐藤 彰紀、古宮 誠一(芝浦工業大学)
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A２一般セッション［A会場］（12月13日（土）９：１０－１１：５０）　情報デザインと情報の意味
座長：芳賀正憲（コスモロジック）
A2-1：パターン指向開発プロセス再構築
　　　　河合昭男（オブジェクトデザイン研究所）
A2-2：ソーラー・システムの長構造と重力の情報システムについて
　　　　林 大雅、林 佐千男（長構造研究会）、田中敏幸（慶應義塾大学）
A2-3：デザイン部門の事例に見る「非定量的業務」ＢＰＲの可能性
　　　　中村　崇、瀬尾明志（日本ユニシス）
A2-4：集合知相互運用のためのコンテンツ公開標準化技法および連想検索技法の研究
　　　　グローマン　ヒロスケ（Telecommuting-Lab.）
A2-5：大学一般情報教育の基礎とする情報概念
　　　　桑原尚子（東京大学）

B2一般セッション［B会場］（12月1３日（土）９：１０－１１：５０）　ビジネスと情報システム
座長：高木義和（新潟国際情報大）
B2-1：企業情報システムの全体最適化のマネジメントに関する一考察
　　　　依田祐一（（情報通信総合研究所）
B2-2：企業における事業継続の取り組み事例ー日本ユニシスの場合ー
　　　　多田　哲、柏木直哉（日本ユニシス）
B2-3：オープンソースソフトウェア開発とコミュニティ
　　　　河合勝彦（名古屋市立大学）
B2-4：情報システムの形態と構造についての考察
　　　　伊藤重隆（みずほ情報総研）
B2-5：情報資源管理統合方法論の一考察
　　　　松平和也、市川照久、水野忠則（静岡大学）

C２一般セッション［C会場］（12月1３日（土）９：１０－１１：５０）　社会システム
座長：砂田　薫（国際大学）
C2-1：技術標準モデル(TRM：Technical Reference Model)の活用
　　　　井手達夫（早大大学院）
C2-2：情報システムの観点から見た自治体広聴制度の電子化
　　　　本田正美（東京大学）
C2-3：著作権の相続
　　　　田沼　浩（駒澤大学）
C2-4：Webベースの学力テスト分析システムの構築と評価
　　　　森薫、木幡敬史、玉村雅敏、嶋津恵子、金子郁容（慶應義塾大学）
C2-5：市民グループのWeb利用を促進するオンラインコミュニティスペースの設計と検証
　　　　松本早野香、横井茂樹（名古屋大学）

D２一般セッション［D会場］（12月1３日（土）９：１０－１１：５０）　情報システム教育の改善
座長：乾　昌弘（オージス総研）　
D2-1：中小企業のITキャリアパス　ケーススタディ
　　　　牧野典彰（（株）エクスライズ）、駒井忍（ネットマークス）
D2-2：J07-ISのラーニングユニットを活用する授業展開について
　　　　松永賢次（専修大学）、神沼靖子（　）、宮川裕之（青山学院大学）
D2-3：ITSSとJ07IS-LUの相互参照について
　　　　神沼靖子（　）、宮川裕之（青山学院大学）、松永賢次（専修大学）
D2-4：情報産業への進路設計と知識・スキルについて
　　　　宮川裕之（青山学院大学）、神沼靖子（　）、松永賢次（専修大学）
D2-5：情報システムによる価値の創造へ、産から学へ協生の一つの形～研究者支援システムの紹介～
　　　　飯塚康至（エイシーエル/明星大学）

E2一般セッション［E会場］（12月1３日（土）９：１０－１１：５０）　情報システムの開発
座長：岩崎慎一（朝日ネット）
E2-1：反復型手法の知財化プロセスへの応用
　　　　福島祐子、瀬尾明志（日本ユニシス）
E2-2：情報システムの障害事例からみた要求定義の品質向上施策
　　　　榎木浩（兵庫大学）
E2-3：Staleholder分析手法の比較報告：CVCA vs. OnionModel
　　　　嶋津恵子（慶應義塾大学DMC)
E2-4：生体（指静脈）認証技術を用いた出席管理システムの開発
　　　　佐々木桐子（新潟国際情報大学）、佐藤徳子（（株）システムサポート）
E2-5：短期開発に対応した要求管理の実現方法と課題
　　　　萩谷有紀、原　潔（日本ユニシス）
　



X３特別セッション［X会場］（12月1３日（土）１５：２０－１８：００）　産学協生
座長：山本喜一（慶大理工）
X3-1：研究インターンシップの課題：企業側産学連携業務を通して
　　　　池川隆司（NTTサービスインテグレーション基盤研究所）
X3-2：人材育成におけるオープンソースの意義
　　　　瀧田佐登子（有限責任中間法人Mozilla Japan）
X3-3：Innov8: ビジネスプロセスモデリングを教えるための3次元ゲーム
　　　　丸山宏(日本IBM基礎研究所)
X3-4：実践知としての情報システム教育を考える ～中堅社員向け研修プログラム企画開発実施の実例とデザイン・
コンセプトから～
　　　　小林義人（エム・スクエアー株式会社）
X3-5：登壇者のパネル
　　　　池川隆司、瀧田佐登子、丸山宏、小林義人、山本喜一（コーディネータ）

B３一般セッション［B会場］（12月1３日（土）１５：２０－１８：００）　情報システムの新しいアプローチ
座長：伊藤重隆（みずほ情報総研）　
B3-1：パーザ構築法の活用による柔軟なデータ処理の実現に関する検討
　　　　前田和昭（中部大学）
B3-2：ITサービス継続マネジメントの外部環境に係わる考察
　　　　渡辺研司（長岡技術科学大学）
B3-3：プロジェクトマネジメントの進む方向－建設のプロジェクトマネジメントから学ぶ－
　　　　鹿島鉄雄（国士舘大学）
B3-4：検索結果の年表表示に関する考察
　　　　奥村祐介、嶋津恵子（慶應義塾大学DMC）

　
D３一般セッション［D会場］（12月1３日（土）１５：２０－１８：００）　人材育成
座長：宮川裕之（青山学院大学）
D3-1：シニア初心者のための文字強調シールと文字入力テキストを用いたパソコン文字入力学習
　　　　山内章恵（日立マネジメントパートナー）、横井茂樹（名古屋大学）
D3-2：組織改革のための「人間力」重視の相互支援プロセスと人材育成―品質カルチャー構築のためのプロセス改
善―
D3-3：企業における情報システム論文の執筆取組みの事例とその課題
　　　　小林享子、原　潔（日本ユニシス）
D3-4：産業界からの論文投稿を促進する支援方策に関する考察
　　　　小久保幹紀（（株）システムフロンティア）
D3-5：IT系企業が求める若手層の人事像と段階的育成
　　　　青木美代子、松浦 昌明（日立インフォメーションアカデミー）
　

　
　


